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(57)【要約】
【課題】ドロワのコネクタと、ドロワを収容する画像形
成装置本体のコネクタと、の位置関係に誤差があったと
してもドロワのコネクタと、画像形成装置本体のコネク
タとを、容易に接続することが可能な、ドロワを提供す
る。
【解決手段】ドロワは、感光体ドラムと、ドロワフレー
ム１２と、ドロワ側コネクタ（コネクタ）１６１と、ド
ロワメモリと、ホルダ１６２とを備える。ホルダ１６２
は、ドロワ側コネクタ１６１を保持し、ドロワフレーム
１２の外表面に位置する。ホルダ１６２は、ドロワフレ
ーム１２に対してドロワ側コネクタ１６１の複数の端子
の並ぶ方向に移動可能である。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置本体に使用するためのドロワであって、
　第１方向に延びるドラム軸について回転可能な感光体ドラムと、
　前記感光体ドラムを保持するドロワフレームと、
　複数の端子を有するコネクタと、
　前記感光体ドラムに関する情報を記憶するドロワメモリであって、前記コネクタの前記
複数の端子の少なくとも１つと電気的に接続可能なドロワメモリと、
　前記コネクタを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表面に位置するホル
ダであり、前記ドロワフレームに対して前記コネクタの前記複数の端子の並ぶ方向に移動
可能なホルダと、
を備えることを特徴とするドロワ。
【請求項２】
　画像形成装置本体に使用するためのドロワであって、
　第１方向に延びるドラム軸について回転可能な感光体ドラムと、
　前記感光体ドラムを保持するドロワフレームと、
　端子を有するコネクタと、
　前記感光体ドラムに関する情報を記憶するドロワメモリであって、前記コネクタの前記
端子と電気的に接続可能なドロワメモリと、
　前記コネクタを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表面に位置するホル
ダであり、前記ドロワフレームに対して、前記ドロワが前記画像形成装置本体へ装着され
る装着方向と交差する方向に移動可能なホルダと、
を備えることを特徴とするドロワ。
【請求項３】
　画像形成装置本体に使用するためのドロワであって、
　第１方向に延びるドラム軸について回転可能な感光体ドラムと、
　前記感光体ドラムを保持するドロワフレームと、
　端子を有するコネクタと、
　前記感光体ドラムに関する情報を記憶するドロワメモリであって、前記コネクタの前記
端子と電気的に接続可能なドロワメモリと、
　前記コネクタを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表面に位置するホル
ダであり、前記ドロワフレームに対して前記第１方向、または、前記第１方向と交差する
方向の少なくともいずれか一方に移動可能なホルダと、
を備えることを特徴とするドロワ。
【請求項４】
　請求項１に記載のドロワであって、
　前記複数の端子は、前記第１方向に並ぶことを特徴とするドロワ。
【請求項５】
　請求項４に記載のドロワであって、
　前記複数の端子は、前記第１方向と交差する第２方向に並ぶことを特徴とするドロワ。
【請求項６】
　請求項５に記載のドロワであって、
　前記第２方向は、前記第１方向と直交することを特徴とするドロワ。
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載のドロワであって、前記ホルダは、前記ドロワフレーム
に対して、前記第１方向および前記第２方向に交差する第３方向に移動可能であることを
特徴とするドロワ。
【請求項８】
　請求項７に記載のドロワであって、
　前記第３方向は、前記第１方向および前記第２方向と直交することを特徴とするドロワ
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。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載のドロワであって、
　前記ドロワは、前記ホルダを、前記第３方向に加圧する弾性部材をさらに備えることを
特徴とするドロワ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のドロワであって、
　前記弾性部材は、前記第３方向に延びるコイルスプリングであることを特徴とするドロ
ワ。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０に記載のドロワであって、
　複数の前記弾性部材を有することを特徴とするドロワ。
【請求項１２】
　請求項７から請求項１１のいずれか一項に記載のドロワであて、
　前記ドロワは、前記ホルダの外周を覆うカバーであって、前記ドロワフレームに固定さ
れるカバーを備え、
　前記ホルダは、前記第３方向において、前記ドロワフレームと前記カバーの間に位置す
ることを特徴とするドロワ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のドロワであって、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第１方向に移動した場合に、前記ホルダ
は、前記カバーと接触することを特徴とするドロワ。
【請求項１４】
　請求項１２または請求項１３に記載のドロワであって、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第２方向に移動した場合に、前記ホルダ
は前記カバーと接触することを特徴とするドロワ。
【請求項１５】
　請求項１２から請求項１４のいずれか一項に記載のドロワであって、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第３方向に移動した場合に、前記ホルダ
は、前記カバーと接触することを特徴とするドロワ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のドロワであって、
　前記ドロワは、前記ホルダを、前記第３方向に押圧する弾性部材であって、前記第３方
向において前記ホルダと前記カバーの間に位置する弾性部材をさらに備えることを特徴と
するドロワ。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のドロワであって、
　前記ホルダは、前記弾性部材の前記第３方向における一端が接続される第１バネ座を有
し、
　前記カバーは、前記弾性部材の前記第３方向における他端が接続される第２バネ座を有
することを特徴とするドロワ。
【請求項１８】
　請求項１６または請求項１７に記載のドロワであって、
　前記弾性部材は、第１状態と、第２状態と、に変位可能であり、
　前記弾性部材が前記第１状態の場合、前記第３方向における前記弾性部材の長さは、第
１長さであり、
　前記弾性部材が前記第２状態の場合、前記第３方向における前記弾性部材の長さは、前
記第１長さよりも短い第２長さであり、
　前記弾性部材が前記第１状態の場合、前記ホルダが、前記ドロワフレームと接触するこ
とを特徴とするドロワ。



(4) JP 2020-201318 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

【請求項１９】
　請求項１８に記載のドロワであって、
　前記ホルダは、前記第３方向に垂直な平面状の部位である第１接触面を有し、
　前記ドロワフレームは、前記第３方向に垂直な平面状の部位である第２接触面を有し、
　前記弾性部材が前記第１状態の場合、前記第１接触面が、前記第２接触面と接触するこ
とを特徴とするドロワ。
【請求項２０】
　請求項１３に記載のドロワであって、
　前記ホルダは,前記第２方向に延びる突起を有し、
　前記カバーは、溝を有し、
　前記第１方向における前記溝の長さは、前記第１方向における前記突起の長さよりも大
きく、
　前記カバーが前記ドロワフレームに固定された状態において、前記突起は、前記溝の内
部に位置することを特徴とするドロワ。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のドロワであって、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第１方向に移動した場合に、前記突起の
外周面は、前記溝の内周面と接触することを特徴とするドロワ。
【請求項２２】
　請求項１４に記載のドロワであって、
　前記ホルダは、
　　前記第２方向に垂直な第１平坦面であって、前記第２方向における前記ホルダの一方
側に位置する第１平坦面と、
　　前記第２方向に垂直な第２平坦面であって、前記第２方向における前記ホルダの他方
側に位置する第２平坦面と、を有し、
　前記カバーは、
　　前記第２方向において前記第１平坦面と対向する第１側壁と、
　　前記第２方向において前記第２平坦面と対向する第２側壁であって、前記第２方向に
おおいて前記第１側壁と間隔をあけて位置する第２側壁と、を有し、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第２方向における前記ホルダの一方側に
向けて移動した場合に、前記第１平坦面が、前記第１側壁と接触し、
　前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第２方向における前記ホルダの他方側に
向けて移動した場合に、前記第２平坦面が、前記第２側壁と接触することを特徴とするド
ロワ。
【請求項２３】
　請求項１から請求項２２のいずれか一項に記載のドロワであって、
　前記ドロワメモリは、前記感光体ドラムに関する情報として、前記感光体ドラムを識別
するための識別情報、前記感光体ドラムの回転数、および前記感光体ドラムの印刷枚数、
のうちの少なくともいずれかを記憶することを特徴とするドロワ。
【請求項２４】
　請求項１から請求項２３のいずれか一項に記載のドロワであって、
　前記感光体ドラムを複数備え、
　前記複数の感光体ドラムが、前記第１方向と交差する第４方向に並んだ状態で、前記ド
ロワフレームに保持されることを特徴とするドロワ。
【請求項２５】
　請求項１から請求項２４のいずれか一項に記載のドロワであって、
　現像剤を収容する現像カートリッジが、前記ドロワに装着可能であることを特徴とする
ドロワ。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のドロワであって、
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　前記現像カートリッジが装着された状態の前記ドロワが、前記画像形成装置本体に装着
されることを特徴とするドロワ。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のドロワであって、
　前記現像カートリッジが装着された状態の前記ドロワが、前記画像形成装置本体に装着
されて、前記画像形成装置本体のフロントカバーが閉鎖されると、前記ドロワの前記コネ
クタの前記端子と、前記画像形成装置本体のコネクタとが、接触することを特徴とするド
ロワ。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ドロワに関する。より具体的には、画像形成装置のドロワに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レーザープリンタ、ＬＥＤプリンタ等の電子写真方式の画像形成装置が知られて
いる。画像形成装置は、ドロワを有する。ドロワは、複数の感光体ドラムを有する。複数
の現像カートリッジは、ドロワに対して着脱可能である。ドロワに現像カートリッジが装
着されると、現像カートリッジの現像ローラと、ドロワの感光体ドラムとが接触する。現
像カートリッジが装着された状態のドロワは、画像形成装置本体の筐体に着脱可能である
。
【０００３】
　ドロワを有する画像形成装置については、例えば、特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１２８３３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来、記憶媒体を有する現像カートリッジが知られている。記憶媒体には、現像カート
リッジに関する種々の情報が記憶される。また、ドロワに感光体ドラムに関する種々の情
報を記憶する記憶媒体を搭載することも求められている。ドロワに記憶媒体を搭載する場
合に、ドロワの記憶媒体は、ドロワのコネクタおよび画像形成装置本体のコネクタを介し
て画像形成装置本体の制御部と電気的に接続される必要がある。
【０００６】
　しかしながら、ドロワを画像形成装置本体の筐体に装着した場合に、ドロワのコネクタ
と、画像形成装置本体のコネクタと、の位置関係に誤差が生じる場合が考えられる。
【０００７】
　そこで、本開示は、ドロワのコネクタと、ドロワを収容する画像形成装置本体のコネク
タと、の位置関係に誤差があったとしても、ドロワのコネクタと、画像形成装置本体のコ
ネクタとを、容易に接続することが可能な、ドロワを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願の第１の観点によれば、画像形成装置本体に使用するためのドロワが提供される。
即ち、このドロワは、感光体ドラムと、ドロワフレームと、コネクタと、ドロワメモリと
、ホルダとを備える。前記感光体ドラムは、第１方向に延びるドラム軸について回転可能
である。前記ドロワフレームは、前記感光体ドラムを保持する。前記コネクタは、複数の
端子を有する。前記ドロワメモリは、前記感光体ドラムに関する情報を記憶するドロワメ



(6) JP 2020-201318 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

モリであって、前記コネクタの前記複数の端子の少なくとも１つと電気的に接続可能であ
る。前記ホルダは、前記コネクタを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表
面に位置するホルダであり、前記ドロワフレームに対して前記コネクタの前記複数の端子
の並ぶ方向に移動可能である。
【０００９】
　本願の第２の観点によれば、画像形成装置本体に使用するためのドロワが提供される。
即ち、このドロワは、感光体ドラムと、ドロワフレームと、コネクタと、ドロワメモリと
、ホルダとを備える。前記感光体ドラムは、第１方向に延びるドラム軸について回転可能
である。前記ドロワフレームは、前記感光体ドラムを保持する。前記コネクタは、端子を
有する。前記ドロワメモリは、前記感光体ドラムに関する情報を記憶するドロワメモリで
あって、前記コネクタの前記端子と電気的に接続可能である。前記ホルダは、前記コネク
タを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表面に位置するホルダであり、前
記ドロワフレームに対して、前記ドロワが前記画像形成装置本体へ装着される装着方向と
交差する方向に移動可能である。
【００１０】
　本願の第３の観点によれば、画像形成装置に使用するためのドロワが提供される。即ち
、このドロワは、感光体ドラムと、ドロワフレームと、コネクタと、ドロワメモリと、ホ
ルダとを備える。前記感光体ドラムは、第１方向に延びるドラム軸について回転可能であ
る。前記コネクタは、端子を有する。前記ドロワメモリは、前記感光体ドラムに関する情
報を記憶するドロワメモリであって、前記コネクタの前記端子と電気的に接続可能である
。前記ホルダは、前記コネクタを保持するホルダであって、前記ドロワフレームの外表面
に位置するホルダであり、前記ドロワフレームに対して前記第１方向、または、前記第１
方向と交差する方向の少なくともいずれか一方に移動可能である。
【００１１】
　本願の第４の観点では、第１の観点のドロワにおいて、前記複数の端子は、前記第１方
向に並ぶ。
【００１２】
　本願の第５の観点では、第４の観点のドロワにおいて、前記複数の端子は、前記第１方
向と交差する第２方向に並ぶ。
【００１３】
　本願の第６の観点では、第５の観点のドロワにおいて、前記第２方向は、前記第１方向
と直交する。
【００１４】
　本願の第７の観点では、第５の観点または第６の観点のドロワにおいて、前記ホルダは
、前記ドロワフレームに対して、前記第１方向および前記第２方向に交差する第３方向に
移動可能である。
【００１５】
　本願の第８の観点では、第７の観点のドロワにおいて、前記第１方向および前記第２方
向と直交する。
【００１６】
　本願の第９の観点では、第７の観点または第８の観点のドロワにおいて、前記ドロワは
、前記ホルダを、前記第３方向に加圧する弾性部材をさらに備える。
【００１７】
　本願の第１０の観点では、第９の観点のドロワにおいて、前記弾性部材は、前記第３方
向に延びるコイルスプリングである。
【００１８】
　本願の第１１の観点では、第９の観点または第１０の観点のドロワにおいて、複数の前
記弾性部材を有する。
【００１９】
　本願の第１２の観点では、第７の観点から第１１の観点のいずれか１つのドロワにおい
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て、前記ドロワは、前記ホルダの外周を覆うカバーであって、前記ドロワフレームに固定
されるカバーを備える。前記ホルダは、前記第３方向において、前記ドロワフレームと前
記カバーの間に位置する。
【００２０】
　本願の第１３の観点では、第１２の観点のドロワにおいて、前記ホルダが前記ドロワフ
レームに対して前記第１方向に移動した場合に、前記ホルダは、前記カバーと接触する。
【００２１】
　本願の第１４の観点では、第１２の観点または第１３の観点のドロワにおいて、前記ホ
ルダが前記ドロワフレームに対して前記第２方向に移動した場合に、前記ホルダは前記カ
バーと接触する。
【００２２】
　本願の第１５の観点では、第１２の観点から第１４の観点のいずれか１つのドロワにお
いて、前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第３方向に移動した場合に、前記ホ
ルダは、前記カバーと接触する。
【００２３】
　本願の第１６の観点では、第１５の観点のドロワにおいて、前記ドロワは、前記ホルダ
を、前記第３方向に押圧する弾性部材であって、前記第３方向において前記ホルダと前記
カバーの間に位置する弾性部材をさらに備える。
【００２４】
　本願の第１７の観点では、第１６の観点のドロワにおいて、前記ホルダは、前記弾性部
材の前記第３方向における一端が接続される第１バネ座を有する。前記カバーは、前記弾
性部材の前記第３方向における他端が接続される第２バネ座を有する。
【００２５】
　本願の第１８の観点では、第１６の観点または第１７の観点のドロワにおいて、前記弾
性部材は、第１状態と、第２状態と、に変位可能である。前記弾性部材が前記第１状態の
場合、前記第３方向における前記弾性部材の長さは、第１長さである。前記弾性部材が前
記第２状態の場合、前記第３方向における前記弾性部材の長さは、前記第１長さよりも短
い第２長さである。前記弾性部材が前記第１状態の場合、前記ホルダが、前記ドロワフレ
ームと接触する。
【００２６】
　本願の第１９の観点では、第１８の観点のドロワにおいて、前記ホルダは、前記第３方
向に垂直な平面状の部位である第１接触面を有する。前記ドロワフレームは、前記第３方
向に垂直な平面状の部位である第２接触面を有する。前記弾性部材が前記第１状態の場合
、前記第１接触面が、前記第２接触面と接触する。
【００２７】
　本願の第２０の観点では、第１３の観点のドロワにおいて、前記ホルダは,前記第２方
向に延びる突起を有する。前記カバーは、溝を有する。前記第１方向における前記溝の長
さは、前記第１方向における前記突起の長さよりも大きい。前記カバーが前記ドロワフレ
ームに固定された状態において、前記突起は、前記溝の内部に位置する。
【００２８】
　本願の第２１の観点では、第２０の観点のドロワにおいて、前記ホルダが前記ドロワフ
レームに対して前記第１方向に移動した場合に、前記突起の外周面は、前記溝の内周面と
接触する
【００２９】
　本願の第２２の観点では、第１４の観点のドロワにおいて、前記ホルダは、第１平坦面
と、第２平坦面とを有する。前記第１平坦面は、前記第２方向に垂直な第１平坦面であっ
て、前記第２方向における前記ホルダの一方側に位置する。前記第２平坦面は、前記第２
方向に垂直な第２平坦面であって、前記第２方向における前記ホルダの他方側に位置する
。前記カバーは、第１側壁と、第２側壁とを有する。前記第１側壁は、前記第２方向にお
いて前記第１平坦面と対向する。前記第２側壁は、前記第２方向において前記第２平坦面
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と対向する第２側壁であって、前記第２方向におおいて前記第１側壁と間隔をあけて位置
する。前記ホルダが前記ドロワフレームに対して前記第２方向における前記ホルダの一方
側に向けて移動した場合に、前記第１平坦面が、前記第１側壁と接触する。前記ホルダが
前記ドロワフレームに対して前記第２方向における前記ホルダの他方側に向けて移動した
場合に、前記第２平坦面が、前記第２側壁と接触する。
【００３０】
　本願の第２３の観点では、第１の観点から第２２の観点のいずれか１つのドロワにおい
て、前記ドロワメモリは、前記感光体ドラムに関する情報として、前記感光体ドラムを識
別するための識別情報、前記感光体ドラムの回転数、および前記感光体ドラムの印刷枚数
、のうちの少なくともいずれかを記憶する。
【００３１】
　本願の第２４の観点では、第１の観点から第２３の観点のいずれか１つのドロワにおい
て、前記感光体ドラムを複数備える。前記複数の感光体ドラムが、前記第１方向と交差す
る第４方向に並んだ状態で、前記ドロワフレームに保持される。
【００３２】
　本願の第２５の観点では、第１の観点から第２４の観点のいずれか１つのドロワにおい
て、現像剤を収容する現像カートリッジが、前記ドロワに装着可能である。
【００３３】
　本願の第２６の観点では、第２５の観点のドロワにおいて、前記現像カートリッジが装
着された状態の前記ドロワが、前記画像形成装置本体に装着される。
【００３４】
　本願の第２７の観点では、第２６の観点のドロワにおいて、前記現像カートリッジが装
着された状態の前記ドロワが、前記画像形成装置本体に装着されて、前記画像形成装置本
体のフロントカバーが閉鎖されると、前記ドロワの前記コネクタの前記端子と、前記画像
形成装置本体のコネクタとが、接触する。
【発明の効果】
【００３５】
　本願の第１の観点から第２７の観点によれば、ドロワのコネクタと、ドロワを収容する
画像形成装置本体のコネクタと、の位置関係に誤差があったとしても、ドロワのコネクタ
と、画像形成装置本体のコネクタとを、容易に接続することが可能な、ドロワが提供され
る。
【００３６】
　本願の第７の観点によれば、ユーザの操作荷重を吸収して、ドロワのコネクタおよび画
像形成装置本体のコネクタに掛かる負荷を小さくして両者を接続することができる。
【００３７】
　本願の第９の観点によれば、弾性部材が弾性変形することで、コネクタに大きな負荷が
掛かってしまうことを抑制できる。
【００３８】
　本願の第１０の観点によれば、コイルスプリングの、軸方向に伸縮し易く、かつ径方向
に撓み易い特性により、電気的接触部を、第３方向に移動し易く、かつ第３方向に垂直な
方向にも移動し易くすることができる。
【００３９】
　本願の第１１の観点によれば、弾性部材が１つの場合よりも、コネクタの姿勢を安定さ
せることができる。
【００４０】
　本願の第１２の観点によれば、ホルダをドロワフレームに取り付けることができる。
【００４１】
　本願の第１３の観点によれば、ホルダの第１方向の移動範囲を、カバーにより制限する
ことができる。
【００４２】
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　本願の第１４の観点によれば、ホルダの第２方向の移動範囲を、カバーにより制限する
ことができる。
【００４３】
　本願の第１５の観点によれば、ホルダの第３方向の移動範囲を、カバーにより制限する
ことができる。
【００４４】
　本願の第１９の観点によれば、第１接触面と第２接触面とが接触すること、および弾性
部材の伸縮量により、ドロワのコネクタの第３方向の移動範囲を制限することができる。
【００４５】
　本願の第２０の観点および第２１の観点によれば、突起が溝の内部でしか移動しないこ
とにより、ホルダの第１方向の移動範囲を制限することができる。
【００４６】
　本願の第２２の観点によれば、ホルダは、第２方向において、第１／第２平坦面が第１
／第２側壁の内面に当たる範囲までしか移動しない。よって、ホルダの第２方向の移動範
囲を制限することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】画像形成装置の概略図である。
【図２】画像形成装置の概略図である。
【図３】ドロワの斜視図である。
【図４】ドロワの斜視図である。
【図５】ドロワ側コネクタの斜視図である。
【図６】カバーおよび弾性部材の斜視図である。
【図７】ホルダおよびドロワ側コネクタの斜視図である。
【図８】ドロワ側接続部の分解斜視図である。
【図９】ドロワ側接続部の分解斜視図である。
【図１０】ドロワおよび基準シャフトを第４方向の一方側から視た図である。
【図１１】ドロワおよび基準シャフトを第１方向の一方側から視た図である。
【図１２】ドロワおよび基準シャフトの断面図である。
【図１３】排紙ユニットを第４方向の他方側から視た図である。
【図１４】排紙ユニットおよび基準シャフトを第１方向の一方側から視た図である。
【図１５】画像形成装置が第１の状態にあるときの接続部の様子を示す図である。
【図１６】画像形成装置が第２の状態にあるときの接続部の様子を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、本開示の実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。
【００４９】
　なお、以下の説明においては、感光体ドラムの回転中心軸（ドラム軸）が延びる方向を
「第１方向」と称する。また、コネクタの複数の端子が平面的に並ぶ方向のうち、第１方
向に対して直交する方向を「第２方向」と称する。また、第１方向および第２方向に対し
て交差する方向を「第３方向」と称する。第２方向および第３方向は、好ましくは互いに
直交する。さらに、複数の感光体ドラムが並ぶ方向を「第４方向」と称する。第１方向と
第４方向とは、好ましくは互いに直交する。さらに、第１方向および第４方向に交差する
方向を「第５方向」と称する。第５方向は、第１方向および第４方向と、好ましくは互い
に直交する。
【００５０】
　＜１．画像形成装置の構成＞
　図１および図２は、画像形成装置１００の概略図である。この画像形成装置１００は、
電子写真方式のプリンタである。画像形成装置１００の例としては、レーザープリンタま
たはＬＥＤプリンタが挙げられる。図１および図２に示すように、画像形成装置１００は
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、ドロワ１０と、画像形成装置本体６０とを備える。
【００５１】
　＜１－１．ドロワの構成＞
　以下では、ドロワ１０の構成について説明する。図３および図４は、ドロワ１０の斜視
図である。図１から図４に示すように、ドロワ１０は、４つの感光体ドラム１１、ドロワ
フレーム１２、ドロワメモリ１３、４つの現像カートリッジ１４、およびドロワ側接続部
１６を有する。また、各現像カートリッジ１４は、トナーメモリ１５を有する。
【００５２】
　図３および図４に示すように、４つの感光体ドラム１１は、それぞれ、第１方向に延び
る回転中心軸であるドラム軸を中心とする円筒状の外周面を有する。感光体ドラム１１の
外周面は、感光材料に覆われている。また、４つの感光体ドラム１１は、それぞれ、第１
方向に延びるドラム軸を中心として回転可能である。
【００５３】
　図３および図４に示すように、ドロワフレーム１２は、４つの感光体ドラム１１を保持
する枠体である。ドロワフレーム１２は、複数の感光体ドラム１１を第４方向において互
いに間隔をあけた状態で保持する。ドロワフレーム１２は、２つのベース板１３１Ａ，１
３１Ｂと、２つの側板１３２とを有する。２つのベース板１３１Ａ，１３１Ｂは、第４方
向に間隔をあけて互いに平行に配置される。２つの側板１３２は、第１方向に間隔をあけ
て互いに平行に配置される。
【００５４】
　図１および図２に示すように、現像カートリッジ１４は、ドロワフレーム１２に着脱可
能である。現像カートリッジ１４は、現像剤であるトナーを収容可能な筐体を有する。４
つの現像カートリッジ１４は、互いに異なる色（例えば、シアン、マゼンタ、イエロー、
およびブラックの各色）のトナーを収容する。また、本実施形態の現像カートリッジ１４
は、現像ローラ１７を有する。現像ローラ１７は、円筒状の部材である。現像ローラ１７
は、第１方向に延びる回転中心軸である現像軸を中心に回転可能である。現像カートリッ
ジ１４がドロワフレーム１２に装着されると、感光体ドラム１１の外周面は、現像ローラ
１７の外周面と接触する。
【００５５】
　ドロワメモリ１３、トナーメモリ１５、およびドロワ側接続部１６については、後に詳
述する。
【００５６】
　＜１－２．画像形成装置本体の構成＞
　以下では、画像形成装置本体６０の構成について説明する。図１および図２に示すよう
に、画像形成装置本体６０は、筐体６１、フロントカバー６２、転写ベルト６３、制御部
６４、本体側接続部６５、排紙ユニット６６、および基準シャフト６７を有する。
【００５７】
　筐体６１は、概ね直方体状であり、内部空間６１０を含む。筐体６１は、第１方向に間
隔をあけて互いに平行に配置される２つのサイドフレーム６１１（図１３を参照）を備え
る。ドロワ１０は、筐体６１に対して第４方向に着脱可能である。具体的には、現像カー
トリッジ１４を装着した状態のドロワ１０は、筐体６１に対して第４方向に着脱可能であ
る。その他に、筐体６１は、４つの光源（図示省略）、転写ベルト６３、制御部６４、本
体側接続部６５、排紙ユニット６６、および基準シャフト６７を備える。
【００５８】
　フロントカバー６２は、図１中に実線で示した開放位置と、図１中に二点鎖線で示した
閉鎖位置との間で、移動可能である。具体的には、フロントカバー６２は、第１方向に延
びるヒンジ６９を中心として回動可能である。フロントカバー６２が開放位置に配置され
ると、筐体６１の内部空間６１０が開放される。フロントカバー６２が閉鎖位置に配置さ
れると、筐体６１の内部空間６１０が閉鎖される。
【００５９】
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　画像形成装置１００のユーザは、フロントカバー６２が開放位置の状態で、現像カート
リッジ１４が装着されたドロワ１０を、第４方向に移動させることができる。これにより
、画像形成装置１００のユーザは、ドロワ１０の少なくとも一部が筐体６１の内部空間６
１０の外部に位置する離脱位置と、ドロワ１０が筐体６１の内部空間６１０の内部にセッ
トされた装着位置との間で、移動させることができる。
【００６０】
　転写ベルト６３は、印刷用紙を搬送するための無端帯状のベルトである。転写ベルト６
３は、ドロワ１０が装着位置に配置された状態で、感光体ドラム１１を挟んで現像ローラ
１７とは反対側に位置する。転写ベルト６３の外周面は、ドロワ１０が装着位置に位置す
る状態で、感光体ドラム１１の外周面に接触可能である。
【００６１】
　排紙ユニット６６は、画像を形成した後の印刷用紙を、筐体６１の上部の排紙トレイ（
図示省略）へと案内するためのユニットである。排紙ユニット６６は、印刷用紙を排紙ト
レイへと搬送する搬送経路、および搬送経路に沿って位置する複数の搬送ローラを有する
。排紙ユニット６６は、筐体６１の内部空間６１０の、第４方向の下流側に位置する。別
の言い方をすれば、排紙ユニット６６は、筐体６１の第４方向の一方側の内表面に位置す
る。
【００６２】
　制御部６４は、ＣＰＵ等のプロセッサと、本体メモリとを有する。本体メモリは、情報
の読み出しおよび書き込みが可能な記録媒体である。本体メモリは、例えばフラッシュＲ
ＯＭまたはＥＥＰＲＯＭである。本体メモリは、画像形成装置１００の動作を制御するた
めのコンピュータプログラムを記憶している。プロセッサは、本体メモリに記憶されたコ
ンピュータプログラムに従って、種々の処理を実行する。すなわち、プロセッサは、画像
形成装置１００の印刷処理などの種々の処理を実行する。
【００６３】
　本体側接続部６５および基準シャフト６７については後に詳述する。
【００６４】
　＜１－３．電気的な接続に関する構成＞
　以下では、画像形成装置１００の電気的な接続に関する構成について説明する。具体的
には、ドロワメモリ１３、トナーメモリ１５、ドロワ側接続部１６、および本体側接続部
６５について、図２および図４を主として参照して説明する。
【００６５】
　＜１－３－１．ドロワが有する電気的な接続に関する構成＞
　ドロワ１０は、電気的な接続に関する構成として、ドロワメモリ１３およびドロワ側接
続部１６を有する。
【００６６】
　ドロワメモリ１３は、４つの感光体ドラム１１のうちの少なくとも１つの感光体ドラム
１１についての情報を記憶する。具体的には、本実施形態のドロワメモリ１３は、個々の
感光体ドラム１１を識別可能なドラム識別情報と、感光体ドラム１１の寿命に関するドラ
ム寿命情報とを、記憶している。ドラム識別情報は、例えばシリアルナンバーである。ド
ラム寿命情報は、感光体ドラム１１の回転数、および感光体ドラム１１の印刷枚数の少な
くともいずれかである。図４に示すように、本実施形態のドロワメモリ１３は、第４方向
に並ぶ２つのベース板のうち第４方向の一方側のベース板１３１Ａの内表面に位置する。
ドロワメモリ１３が配置されるドロワ基板は、後述するトナーメモリ１５とドロワ側接続
部１６との電気的な接続を中継する。
【００６７】
　すなわち、現像カートリッジ１４が装着されたドロワ１０が、画像形成装置本体６０の
内部空間６１０に装着された状態において、制御部６４とトナーメモリ１５とは、ドロワ
基板を介して電気的に接続される。このため、ドロワ基板は、制御部６４とトナーメモリ
１５との間で、情報を中継することが可能である。例えば、ドロワ基板は、トナーメモリ
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１５に記憶された情報を、ハーネスを介して取得し、取得した情報を、ハーネスを介して
制御部６４へ出力することができる。また、ドロワ基板は、制御部６４から供給される情
報を、ハーネスを介して取得し、取得した情報を、ハーネスを介して、トナーメモリ１５
へ出力することもできる。
【００６８】
　図３に示すように、ドロワ側接続部１６は、第４方向に並ぶ２つのベース板のうち第４
方向の一方側のベース板１３１Ａの外表面に位置する。ドロワ側接続部１６は、ドロワ側
コネクタ１６１と、ドロワ側ホルダ１６２とを有する。ドロワ側コネクタ１６１は、雌型
コネクタである。ドロワ側コネクタ１６１は、複数の端子を有する。複数の端子は、ドロ
ワ側コネクタ１６１の内周面に位置する。各端子からは、それぞれ、電圧線やクロック線
やデータ線等の配線のいずれかが延びる。これらの配線は、ドロワメモリ１３を搭載した
基板に接続される。さらに、これらの配線は、ドロワメモリ１３を搭載した基板を介して
、対応するトナーメモリ１５と電気的に接続される。配線は、適宜束ねられて、ハーネス
とされている。このように、ドロワ側コネクタ１６１は、ドロワメモリ１３およびトナー
メモリ１５と電気的に接続される。
【００６９】
　ドロワ側接続部１６が後述する本体側接続部６５に接続されると、ドロワメモリ１３お
よびトナーメモリ１５と、制御部６４とが、電気的に接続される。これにより、制御部６
４がドロワメモリ１３およびトナーメモリ１５と通信可能となる。
【００７０】
　図３に示すドロワ側ホルダ１６２は、第３方向に延びる。ドロワ側ホルダ１６２は、ド
ロワ側コネクタ１６１を内部に保持する。すなわち、ドロワ側ホルダ１６２は、ドロワ側
コネクタ１６１の外周を取り囲む。ドロワ側ホルダ１６２は、ドロワ側コネクタ１６１を
、第１方向、第２方向、および第３方向に移動可能に、保持する。ドロワ側接続部１６の
具体的な構成については、後に説明する。
【００７１】
　＜１－３－２．現像カートリッジが有する電気的な接続に関する構成＞
　現像カートリッジ１４は、電気的な接続に関する構成として、トナーメモリ１５を有す
る。
【００７２】
　トナーメモリ１５は、各現像カートリッジ１４に個別に設けられる。トナーメモリ１５
は、個々の現像カートリッジ１４を識別可能なトナー識別情報と、現像カートリッジ１４
の寿命に関するトナー寿命情報とを、記憶している。トナー識別情報は、例えばシリアル
ナンバーである。トナー寿命情報は、現像ローラ１７の回転数、現像ローラ１７の印刷枚
数、および出力ドット数の少なくともいずれかである。現像カートリッジ１４がドロワ１
０に装着された状態のとき、本実施形態のトナーメモリ１５は、一対の側板１３２のうち
第１方向の一方側の側板１３２の、第５方向の他方側の端部に位置する。複数のトナーメ
モリ１５は、第４方向に間隔をあけて配置される。
【００７３】
　＜１－３－３.画像形成装置本体が有する電気的な接続に関する構成＞
　画像形成装置本体６０は、電気的な接続に関する構成として、本体側接続部６５を有す
る。
【００７４】
　図１３は、本体側接続部６５を第４方向の他方側から視た図である。図１３に示すよう
に、本体側接続部６５は、本体側コネクタ６５１と、本体側ホルダ６５２と、一対の突起
６５３とをもつ。本体側コネクタ６５１は、雄型コネクタである。本体側コネクタ６５１
は、複数の端子を有する。複数の端子は、本体側コネクタ６５１の外周面に位置する。本
体側ホルダ６５２は、本体側コネクタ６５１を保持する。本体側コネクタ６５１の各端子
からは、それぞれ、電圧線やクロック線やデータ線等の配線のいずれかが延びる。これら
の配線は、制御部６４の対応する端子に接続される。配線は、適宜束ねられて、ハーネス



(13) JP 2020-201318 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

とされる。このように、本体側コネクタ６５１は、制御部６４と電気的に接続される。
【００７５】
　２つの突起６５３は、本体側コネクタ６５１を間に挟んで第１方向の両側に位置する。
各突起６５３は、第３方向に延びる。
【００７６】
　ドロワ１０が筐体６１の内部空間６１０に挿入されてドロワ１０が装着位置に位置する
とき、本体側接続部６５は、ドロワ側接続部１６と接続される。これにより、ドロワ側コ
ネクタ１６１の各端子は、本体側コネクタ６５１の対応する端子に接触する。
【００７７】
　以上のような構成の画像形成装置１００において、印刷処理の実行時に、制御部６４は
、図示を省略したモータを駆動させる。感光体ドラム１１および現像ローラ１７は、この
モータの駆動によって、回転する。また、制御部６４は、帯電器に電力を供給することに
より、感光体ドラム１１の表面を帯電させる。さらに、制御部６４は、光源を発光させる
ことにより、光源の光を感光体ドラム１１の外周面に照射する。これにより、印刷すべき
画像の静電潜像が、感光体ドラム１１の外周面に形成される。その後、現像ローラ１７の
外周面のトナーは、感光体ドラム１１の外周面に形成された静電潜像に応じて、現像ロー
ラ１７から感光体ドラム１１へ移動する。これにより、トナー像が、感光体ドラム１１の
外周面に形成される。その後、印刷用紙は、感光体ドラム１１と転写ベルト６３との間へ
搬送される。これにより、感光体ドラム１１の外周面から印刷用紙へ、トナー像が転写さ
れる。印刷用紙にトナー像が転写された状態で、印刷用紙は、画像形成装置１００内の定
着ユニットに搬送される。これにより、印刷用紙に転写されたトナー像が、印刷用紙上に
熱定着される。その結果、印刷用紙に画像が印刷される。
【００７８】
　なお、上記の印刷処理の実行時に、制御部６４は、ドロワメモリ１３およびトナーメモ
リ１５と通信することにより、感光体ドラム１１の寿命および現像カートリッジ１４の寿
命等に関する情報を取得する。これにより、制御部６４は、状況に応じて好適なモードに
設定して印刷処理を実行し、あるいは、状況によっては印刷処理を中止することができる
。
【００７９】
　＜１－４．ドロワ側接続部の構成＞
　以下では、ドロワ側接続部１６の詳細な構成について、図５から図９を参照して説明す
る。図５から図９に示すように、ドロワ側接続部１６は、ドロワ側コネクタ１６１と、ド
ロワ側ホルダ１６２と、カバー１６３と、コイルスプリング（弾性部材）１６４とを備え
る。
【００８０】
　＜１－４－１.カバーの構成＞
　初めに、カバー１６３の構成について、図６および図９を参照して説明する。図６は、
カバー１６３と、コイルスプリング１６４と、ネジ１９９との斜視図である。図９は、ド
ロワ側接続部１６の分解斜視図である。図９には、カバー１６３を図６とは異なる方向か
ら視たときの斜視図が含まれている。
【００８１】
　カバー１６３は、第３方向に視たときに概ね矩形の枠状である。カバー１６３は、第１
側壁１６３ａと、第２側壁１６３ｂと、第３側壁１６３ｃと、第４側壁１６３ｄと、延出
部１６３ｅと、貫通孔１６３ｆと、第１溝１６３ｇと、第２溝１６３ｈと、第３溝１６３
ｉと、平面部１６３ｊと、貫通孔１６３ｋと、第２バネ座１６３ｍと、バー１６３ｎとを
有する。
【００８２】
　カバー１６３は、第３方向に視たときの外形が略長方形状である。貫通孔１６３ｋは、
カバー１６３の中央部に位置する。貫通孔１６３ｋの内周面は、カバー１６３の外形に沿
う長辺と短辺を有する長方形状である。
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【００８３】
　第１側壁１６３ａと第２側壁１６３ｂとは、第２方向に間隔をあけて並ぶ。第１側壁１
６３ａは、カバー１６３の第２方向における一方側に位置する。第２側壁１６３ｂは、カ
バー１６３の第２方向における他方側に位置する。第１側壁１６３ａおよび第２側壁１６
３ｂは、それぞれ、第２方向に対して略垂直に広がる略平面状である。第１側壁１６３ａ
および第２側壁１６３ｂは、貫通孔１６３ｋの長辺に沿うように設けられる。
【００８４】
　第３側壁１６３ｃと、第４側壁１６３ｄとは、第１方向に間隔をあけて並ぶ。第３側壁
１６３ｃは、カバー１６３の第１方向における一方側に位置する。第４側壁１６３ｄは、
カバー１６３の第１方向における他方側に位置する。第３側壁１６３ｃおよび第４側壁１
６３ｄは、それぞれ、第１方向に対して垂直に広がる平面状である。第３側壁１６３ｃの
第２方向における一方側の端部は、第１側壁１６３ａの第１方向における一方側の端部と
接続されている。第３側壁１６３ｃの第２方向における他方側の端部は、第２側壁１６３
ｂの第１方向における一方側の端部と接続されている。第４側壁１６３ｄの第２方向にお
ける一方側の端部は、第１側壁１６３ａの第１方向における他方側の端部と接続されてい
る。第４側壁１６３ｄの第２方向における他方側の端部は、第２側壁１６３ｂの第１方向
における他方側の端部と接続されている。
【００８５】
　２つの延出部１６３ｅは、第１方向において間隔をあけて並ぶ。２つの延出部のうちの
一方の延出部１６３ｅは、第１側壁１６３ａの第１方向における一方側の端部から、第２
方向の一方側に延びる。２つの延出部のうちの他方の延出部１６３ｅは、第１側壁１６３
ａの第１方向における他方側の端部から、第２方向の一方側に延びる。各延出部１６３ｅ
は、第３方向に対して垂直に広がる平面部を有する。
【００８６】
　各延出部１６３ｅには、貫通孔１６３ｆが設けられる。貫通孔１６３ｆは、延出部１６
３ｅの平面部を第３方向に貫通する。
【００８７】
　第１溝１６３ｇは、第２側壁１６３ｂの第１方向における中央部に位置する。第１溝１
６３ｇは、第２側壁１６３ｂの第３方向における一方側に位置する。第１溝１６３ｇは、
第２側壁１６３ｂを第２方向に貫通する。第１溝１６３ｇの第３方向における一方側は開
放されている。第１溝１６３ｇの内面は、第３方向における他方側に向かうにつれて、第
１方向における幅が狭くなる。
【００８８】
　第３溝１６３ｉは、第１側壁１６３ａの第１方向における中央部に位置する。第３溝１
６３ｉは、第１側壁１６３ａの第３方向における一方側に位置する。第３溝１６３ｉは、
第１側壁１６３ａを第２方向に貫通する。第３溝１６３ｉの第３方向における一方側は開
放されている。第３溝１６３ｉの内面は、第３方向における他方側に向かうにつれて、第
１方向における幅が狭くなる。第３溝１６３ｉは、第２方向に視たときに、第１溝１６３
ｇと重なる。
【００８９】
　２つの第２溝１６３ｈは、第１側壁１６３ａに位置する。２つの第２溝１６３ｈは、間
に第３溝１６３ｉを挟んで互いに反対側に位置する。第２各溝１６３ｈは、第１側壁１６
３ａを第２方向に貫通する。各第２溝１６３ｈの第３方向における一方側は開放されてい
る。各第２溝１６３ｈの内面は、第２方向に視たときに矩形状である。
【００９０】
　２つの平面部１６３ｊは、第３方向に対して垂直に広がる。２つの平面部のうちの一方
の平面部１６３ｊは、第１側壁１６３ａの第３方向における他方側の端部から、貫通孔１
６３ｋの内方側に向かって延びる。２つの平面部のうちの他方の平面部１６３ｊは、第２
側壁１６３ｂの第３方向における他方側の端部から、貫通孔１６３ｋの内方側に向かって
延びる。カバー１６３の第２方向における一方側に位置する平面部１６３ｊの、第３溝１
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６３ｉを挟んで互いに反対側の２つの位置には、それぞれ、第２バネ座１６３ｍが設けら
れる。カバー１６３の第２方向における他方側に位置する平面部１６３ｊの、第１溝１６
３ｇを挟んで互いに反対側の２つの位置には、それぞれ、第２バネ座１６３ｍが設けられ
る。第３方向に視たとき、４つの第２バネ座１６３ｍは、貫通孔１６３ｋを取り囲む仮想
上の長方形の頂点にそれぞれ位置する。
【００９１】
　バー１６３ｎは、第４側壁１６３ｄよりも第１方向の一方側に位置する。バー１６３ｎ
は、第２方向に延びる。バー１６３ｎの第２方向の一方側の端部は、第１側壁１６３ａの
第３方向の一方側の端部に接続される。バー１６３ｎの第２方向の他方側の端部は、第２
側壁１６３ｂの第３方向の一方側の端部に接続される。
【００９２】
　＜１－４－２.ドロワ側ホルダの構成＞
　次に、ドロワ側ホルダ１６２の構成について、図７および図９を参照して説明する。図
７は、ドロワ側ホルダ１６２と、ドロワ側コネクタ１６１と、ネジ１９８との斜視図であ
る。図９には、ドロワ側ホルダ１６２を図７とは異なる方向から視たときの斜視図が含ま
れている。
【００９３】
　ドロワ側ホルダ１６２は、概ね矩形の箱状である。ドロワ側ホルダ１６２は、第１壁部
１６２ａと、第２壁部１６２ｂと、仕切り板１６２ｃと、誘い込み部１６２ｄと、角筒部
１６２ｅと、第１突起１６２ｆと、第２突起１６２ｇと、第３突起１６２ｈと、ネジ孔部
１６２ｉと、第１バネ座（図示省略）と、第１接触面１６２ｊと、貫通孔１６２ｋと、第
１平坦面１６２ｍと、第２平坦面（図示省略）とを有する。
【００９４】
　２つの第１壁部１６２ａは、第２方向に間隔をあけて並ぶ。第１壁部１６２ａは、第２
方向に対して垂直に広がる。２つの第１壁部１６２ａ,１６２ａは、互いに平行に位置す
る。
【００９５】
　２つの第２壁部１６２ｂは、第１方向に間隔をあけて並ぶ。第２壁部１６２ｂは、第１
方向に対して垂直に広がる。２つの第２壁部１６２ｂは、互いに平行に位置する。第１壁
部１６２ａと、第２壁部１６２ｂとで、角筒状の箱体が形成されている。箱体の内部には
、箱体を第３方向に区画する仕切り板１６２ｃが位置する。仕切り板１６２ｃは、第３方
向に対して垂直に広がる。
【００９６】
　仕切り板１６２ｃの中央部には、貫通孔１６２ｋが位置する。貫通孔１６２ｋは、仕切
り板１６２ｃを第３方向に貫通する。貫通孔１６２ｋは、第３方向に視たときに、第１方
向に沿う一対の長辺と、第２方向に沿う一対の短辺とを有する矩形状である。
【００９７】
　２つの誘い込み部１６２ｄは、第１方向に間隔をあけて互いに平行に設けられる。一方
の誘い込み部１６２ｄは、第１方向における一方側の第２壁部１６２ｂの外表面に位置す
る。一方の誘い込み部１６２ｄは、第３方向に延びる筒状である。他方の誘い込み部１６
２ｄは、第１方向における他方側の第２壁部１６２ｂの内表面に位置する。他方の誘い込
み部１６２ｄは、第３方向に延びる筒状である。誘い込み部１６２ｄの第３方向の一方側
の端部は、閉塞されている。誘い込み部１６２ｄの第３方向の他方側の端部は、開放され
ている。
【００９８】
　４つの角筒部１６２ｅは、第１壁部１６２ａから箱体の外方側に向かって第２方向に突
出する。４つの角筒部のうちの１つの角筒部１６２ｅは、第２方向における一方側の第１
壁部１６２ａの、第１方向における中央部よりも第１方向の一方側寄りの位置から、第２
方向の一方側に向かって突出する。４つの角筒部のうちの他の１つの角筒部１６２ｅは、
第２方向における一方側の第１壁部１６２ａの、第１方向における中央部よりも第１方向
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の他方側寄りの位置から、第２方向の一方側に向かって突出する。４つの角筒部のうちの
他の１つの角筒部１６２ｅは、第２方向における他方側の第１側壁部１６２ａの、第１方
向における中央部よりも第１方向の一方側寄りの位置から、第２方向の他方側に向かって
突出する。４つの角筒部のうちの他の１つの角筒部１６２ｅは、第２方向における他方側
の第１側壁部１６２ａの、第１方向における中央部よりも第１方向の他方側寄りの位置か
ら、第２方向の他方側に向かって突出する。４つの角筒部１６２ｅは、第３方向に視たと
きに、仮想上の長方形の頂点にそれぞれ配置される。角筒部１６２ｅは、第３方向の中途
部において仕切り板１６２ｃによって区画されている。角筒部１６２ｅの、仕切り板１６
２ｃよりも第３方向の他方側は、後述するコイルスプリング１６４が収容されるバネ室と
なっている。角筒部１６２ｅ内の、仕切り板１６２ｃの第３方向の他方側の面には、第１
バネ座が位置する。
【００９９】
　第１方向の一方側に位置する２つの角筒部１６２ｅの、第３方向の一方側の端部からは
、箱体の外方側に向かって、第１接触面１６２ｊが延びている。第１接触面１６２ｊは、
角筒部１６２ｅの第３方向の一方側の端面と連続する平面である。第１接触面１６２ｊは
、第３方向に対して垂直な平面である。
【０１００】
　第１突起１６２ｆは、第２方向の他方側の第１壁部１６２ａから、箱体の外方側に向か
って突出する。第１突起１６２ｆは、第２方向に延びている。第１突起１６２ｆを、第２
方向に垂直な断面で切ったときの形状は、第３方向の一方側が開放されたＵ字状である。
【０１０１】
　第３突起１６２ｈは、第２方向の一方側の第１壁部１６２ａから、箱体の外方側に向か
って突出する。第３突起１６２ｈは、第２方向に延びている。第３突起１６２ｈを、第２
方向に垂直な断面で切ったときの形状は、第３方向の一方側が開放されたＵ字状である。
【０１０２】
　第２突起１６２ｇは、第２方向の一方側に位置する２つの角筒部１６２ｅの壁面から、
箱体の外方側に向かって突出する。２つの第２突起１６２ｇは、第２方向に延びている。
【０１０３】
　２つのネジ孔部１６２ｉは、仕切り板１６２ｃの、貫通孔１６２ｋを挟んで互いに反対
側の位置に位置する。ネジ孔部１６２ｉは、貫通孔１６２ｋを間に挟んで、第１方向に並
んで配置される。ネジ孔部１６２ｉは、第３方向に延びる円筒状であり、内周面に雌ネジ
を有する。ネジ孔部１６２ｉの第３方向の一方側は閉塞されている。ネジ孔部１６２ｉの
第３方向の他方側は開放されている。
【０１０４】
　第１平坦面１６２ｍは、２つの誘い込み部１６２ｄのそれぞれの第２方向の一方側の外
表面に位置する。第１平坦面１６２ｍは、第２方向に対して垂直に広がる平面状である。
第１平坦面１６２ｍは、周辺の領域よりも第２方向の一方側に突出する。
【０１０５】
　第２平坦面は、２つの誘い込み部１６２ｄのそれぞれの第２方向の他方側の外表面に位
置する。第２平坦面は、第２方向に対して垂直に広がる平面状である。第２平坦面は、周
辺の領域よりも第２方向の他方側に突出する。
【０１０６】
　＜１－４－３.ドロワ側コネクタの構成＞
　次に、ドロワ側コネクタ１６１の構成について、図７および図９を参照して説明する。
図９には、ドロワ側コネクタ１６１を図７とは異なる方向から視たときの斜視図が含まれ
ている。
【０１０７】
　ドロワ側コネクタ１６１は、雌型端子部１６１ａと、箱部１６１ｂと、フランジ部１６
１ｃと、一対の孔部１６１ｄと、嵌合部１６１ｅとを有する。
【０１０８】
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　雌型端子部１６１ａは、箱部１６１ｂ内に位置する。雌型端子部１６１ａには、複数の
端子が、第３方向に視たときに平面的に配列される。具体的には、本実施形態の雌型端子
部１６１ａにおいては、２つの端子が第２方向に並ぶとともに、５つの端子が第１方向に
並んでいる。
【０１０９】
　箱部１６１ｂは、第１方向に沿う２つの長辺と、第２方向に沿う２つの短辺とを有する
。箱部１６１ｂの２つの長辺は、第２方向に間隔をあけて互いに平行に位置する。箱部１
６１ｂの２つの短辺は、第１方向に間隔をあけて互いに平行に位置する。箱部１６１ｂは
、第３方向に延びる角筒状である。箱部１６１ｂの長辺の内表面に、雌型端子部１６１ａ
が位置する。
【０１１０】
　フランジ部１６１ｃは、箱部１６１ｂの２つの短辺のそれぞれから、箱部１６１ｂの外
方側に向かって延びる。フランジ部１６１ｃは、第３方向に対して垂直に広がる。フラン
ジ部１６１ｃの中央部には、フランジ部１６１ｃを第３方向に貫通する孔部１６１ｄが位
置する。孔部１６１ｄは、２つのフランジ部１６１ｃのそれぞれに設けられる。孔部１６
１ｄは、ドロワ側ホルダ１６２のネジ孔部１６２ｉに対応する位置に設けられる。
【０１１１】
　嵌合部１６１ｅは、箱部１６１ｂよりも第３方向の一方側において、第３方向の一方側
に突出する。嵌合部１６１ｅは、第３方向の一方側から視たときに、概ね矩形状である。
嵌合部１６１ｅは、ドロワ側ホルダ１６２の貫通孔１６２ｋに嵌まる形状である。
【０１１２】
　＜１－４－４.コイルスプリングの構成＞
　次に、コイルスプリング１６４の構成について、図６および図８を参照して説明する。
コイルスプリング１６４は、金属線が螺旋状に巻かれた弾性部材である。コイルスプリン
グ１６４は、カバー１６３と、ドロワ側ホルダ１６２との間に位置する。コイルスプリン
グ１６４は、第３方向に伸縮可能である。また、コイルスプリング１６４は、螺旋の径方
向に撓むことが可能である。コイルスプリング１６４は、第１状態と、第２状態とに、変
位可能である。第１状態のとき、コイルスプリング１６４の第３方向における長さは、第
１長さである。第２状態のとき、コイルスプリング１６４の第３方向における長さは、第
１長さよりも短い第２長さである。後述するように、コイルスプリング１６４は、ドロワ
側ホルダ１６２の第１バネ座に、第３方向の一端が接続され、カバー１６３の第２バネ座
１６３ｍに、第３方向の他端が接続される。
【０１１３】
　＜１－４－５.ドロワフレームの構成＞
　次に、ドロワフレーム１２の細部の構成について、図９を参照して説明する。ドロワフ
レーム１２は、ドロワ側接続部１６の取り付けに関する構成として、孔部１２ａと、４つ
の第２接触面１２ｂと、２つのネジ孔部１２ｃとを有する。
【０１１４】
　孔部１２ａは、ドロワ側接続部１６の端子から延びる配線を通過させるための貫通孔で
ある。孔部１２ａは、ドロワ側コネクタ１６１の嵌合部１６１ｅが嵌まる形状を有する。
【０１１５】
　第２接触面１２ｂは、第３方向に対して垂直に広がる平面である。第２接触面１２ｂは
、第２接触面１２ｂを取り囲む周辺の領域よりも第３方向の他方側に突出する。第２接触
面１２ｂは、第３方向に視たときに、孔部１２ａを取り囲むように４つ設けられる。第１
方向に並ぶ２つの第２接触面１２ｂよりも第１方向の一方側には、一方のネジ孔部１２ｃ
が位置する。第１方向に並ぶ２つの第２接触面１２ｂよりも第１方向の他方側には、他方
のネジ孔部１２ｃが位置する。ネジ孔部１２ｃは、第３方向に延びる円筒状である。ネジ
孔部１２ｃは、ネジ孔部１２ｃの内周面に雌ネジを有する。ネジ孔部１２ｃは、カバー１
６３の貫通孔１６３ｆに対応する位置に位置する。
【０１１６】
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　＜１－５.ドロワ側接続部の各部の組み付け構成＞
　以下では、ドロワ側コネクタ１６１、ドロワ側ホルダ１６２、カバー１６３、コイルス
プリング１６４、ドロワフレーム１２、およびネジ１９８,１９９が組み付けられる際の
様子について、図８および図９を参照して説明する。図８は、ドロワ側接続部１６の一部
の分解斜視図である。図９は、図８とは異なる方向に視たときの、ドロワ側接続部１６の
分解斜視図である。
【０１１７】
　まず初めに、第３方向の他方側からドロワ側コネクタ１６１が、ドロワ側ホルダ１６２
に取り付けられる。この際、ドロワ側コネクタ１６１の嵌合部１６１ｅが、ドロワ側ホル
ダ１６２の貫通孔１６２ｋに挿入される。このとき、第３方向において、ネジ孔部１６２
ｉと、孔部１６１ｄとが重なる。この状態で、第３方向の他方側から、ネジ１９８の軸部
が、孔部１６１ｄに挿入されるとともに、ネジ孔部１６２ｉに締め付けられる。ネジ１９
８の軸部は、ネジ孔部１６２ｉの雌ネジに対応する雄ネジを有する。このようにして、ド
ロワ側コネクタ１６１が、ドロワ側ホルダ１６２に対して取り付けられる。
【０１１８】
　続いて、４つのコイルスプリング１６４の第３方向における一方側の端部が、ドロワ側
ホルダ１６２の４つの第１バネ座に、取り付けられる。この状態で、ドロワ側コネクタ１
６１と、ドロワ側ホルダ１６２と、コイルスプリング１６４とを合わせたものが、カバー
１６３に組み付けられる。詳細には、４つのコイルスプリング１６４の第３方向における
他方側の端部が、カバー１６３の第２バネ座１６３ｍに、取り付けられる。この際、ドロ
ワ側ホルダ１６２の第１壁部１６２ａおよび第２壁部１６２ｂは、カバー１６３のバー１
６３ｎよりも第３方向の他方側に位置する。これにより、ドロワ側ホルダ１６２の箱体が
バー１６３ｎに接触することにより、ドロワ側ホルダ１６２がカバー１６３から脱落し難
くなる。
【０１１９】
　続いて、ドロワ側コネクタ１６１と、ドロワ側ホルダ１６２と、カバー１６３と、コイ
ルスプリング１６４とを合わせたものが、ドロワフレーム１２に組み付けられる。詳細に
は、ドロワ側コネクタ１６１と、ドロワ側ホルダ１６２と、カバー１６３と、コイルスプ
リング１６４とを合わせたものが、カバー１６３を第３方向の他方側に向けた状態で、ド
ロワフレーム１２のドロワ側接続部１６が接続される領域に重ね合わされる。この際、カ
バー１６３の貫通孔１６３ｆと、ドロワフレーム１２のネジ孔部１２ｃとが、第３方向に
おいて重なる。この状態で、ネジ１９９の軸部が、カバー１６３の貫通孔１６３ｆに挿入
されるとともに、ドロワフレーム１２のネジ孔部１２ｃに締め付けられる。ネジ１９９の
軸部は、雄ネジをネジ１９９の軸部の外周面に有する。雄ネジは、ネジ孔部１２ｃの雌ネ
ジに対応する。このようにして、カバー１６３が、間にドロワ側ホルダ１６２およびコイ
ルスプリング１６４を挟んだ状態で、ドロワフレーム１２に取り付けられる。
【０１２０】
　この状態において、ドロワ側コネクタ１６１は、第３方向に視たときに、カバー１６３
の貫通孔１６３ｋ内に位置する。また、第１突起１６２ｆは、第１溝１６３ｇ内に位置す
る。第１突起１６２ｆは、第１溝１６３ｇに対し、第１方向に間隙を有する。また、２つ
の第２突起のうちの第１方向の一方側の１６２ｇは、２つの第２溝のうちの第１方向の一
方側の１６３ｈ内に位置する。また、２つの第２突起のうちの第１方向の他方側の１６２
ｇは、２つの第２溝のうちの第１方向の他方側の１６３ｈ内に位置する。第２突起１６２
ｇは、第２溝１６３ｈに対し、第１方向に間隙を有する。また、第３突起１６２ｈは、第
３溝１６３ｉ内に位置する。第３突起１６２ｈは、第３溝１６３ｉに対し、第１方向に間
隙を有する。さらに、第１接触面１６２ｊは、第３方向において、第２接触面１２ｂと対
向する。
【０１２１】
　＜１－６.ドロワ側接続部の動き＞
　以下では、上述のように組み付けられた状態のドロワ側接続部１６の動きについて、説
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明する。
【０１２２】
　ドロワ側接続部１６において、コイルスプリング１６４は、ドロワ側ホルダ１６２とカ
バー１６３との間で、自然長よりも伸張した状態に保たれる。よって、ドロワ側ホルダ１
６２は、カバー１６３に対して、第３方向の他方側に常に加圧されている。しかしながら
、第１突起１６２ｆが第１溝１６３ｇに囲まれた範囲内でしか移動しないこと、並びに、
第３突起１６２ｈが第３溝１６３ｉに囲まれた範囲内でしか移動しないことにより、ドロ
ワ側コネクタ１６１およびドロワ側ホルダ１６２は、本体側接続部６５と非接触の状態に
おいて、第３方向における位置が一定の位置とされる。この際、第１突起１６２ｆのＵ字
の凸部が、溝１６３ｇの第３方向の他方側の端部（先細り側の端部）に接触する。また、
第３突起１６２ｈのＵ字の凸部が、溝１６３ｉの第３方向の他方側の端部（先細り側の端
部）に接触する。これにより、ドロワ側コネクタ１６１およびドロワ側ホルダ１６２の第
３方向における位置が、精度よく定まっている。
【０１２３】
　ただし、コイルスプリング１６４は、第３方向の一方側にさらに伸張することが可能な
状態に保持される。このため、ドロワ側コネクタ１６１に本体側コネクタ６５１が接触す
ることに起因してドロワ側コネクタ１６１に外力が加わると、コイルスプリング１６４が
変形することに伴って、ドロワ側コネクタ１６１およびドロワ側ホルダ１６２の位置が、
第３方向ならびに第１方向および第２方向に、変位可能である。
【０１２４】
　また、ドロワ側接続部１６において、第１突起１６２ｆの外表面と、第１溝１６３ｇの
内面との間には、第１方向に間隙が設けられている。また、第１方向の一方側の第２突起
１６２ｇの外表面と、第１方向の一方側の第２溝１６３ｈの内面との間には、第１方向に
間隙が設けられている。また、第１方向の他方側の第２突起１６２ｇの外表面と、第１方
向の他方側の第２溝１６３ｈの内面との間には、第１方向に間隙が設けられている。よっ
て、ドロワ側コネクタ１６１に本体側コネクタ６５１が接触することに起因してドロワ側
コネクタ１６１に外力が加わった場合、ドロワ側コネクタ１６１は、カバー１６３に対し
て第１方向に移動可能である。ただし、第１突起１６２ｆが第１溝１６３ｇ内でしか移動
しないこと、および、第２突起１６２ｇが第２溝１６３ｈ内でしか移動しないことにより
、ドロワ側コネクタ１６１およびドロワ側ホルダ１６２の第１方向への移動範囲が規制さ
れる。そのため、ドロワ側ホルダ１６２の動きを安定化させることができる。
【０１２５】
　また、ドロワ側ホルダ１６２の第１平坦面１６２ｍと第２平坦面との間の第２方向にお
ける距離Ｌ１は、カバー１６３の第１側壁１６３ａの内表面と第２側壁１６３ｂの内表面
との間の第２方向における距離Ｌ２よりも、短い（Ｌ１＜Ｌ２）。よって、ドロワ側コネ
クタ１６１に本体側コネクタ６５１が接触すること等に起因してドロワ側コネクタ１６１
に外力が加わった場合、ドロワ側コネクタ１６１は、カバー１６３に対して第２方向に移
動可能である。ただし、ドロワ側ホルダ１６２の第１平坦面１６２ｍおよび第２平坦面が
カバー１６３の第１／第２側壁の内表面に接触する位置までしか移動しないことにより、
ドロワ側コネクタ１６１およびドロワ側ホルダ１６２の第２方向への移動範囲が規制され
る。
【０１２６】
　さらに、ドロワ１０が筐体６１の内部空間６１０にセットされて装着位置に配置された
状態のとき、コイルスプリング１６４が余裕代の分だけ、伸張する。そうすると、ドロワ
側ホルダ１６２の第１接触面１６２ｊと、ドロワフレーム１２の第２接触面１２ｂとが、
接触する。これにより、コイルスプリング１６４に過剰な負荷が掛かってしまうことを防
止できる。
【０１２７】
　＜１－７.ドロワ側接続部と本体側接続部との接続時の動き＞
　以下では、ドロワ側接続部１６と本体側接続部６５との接続時の動きについて、説明す
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る。
【０１２８】
　ドロワ側接続部１６と本体側接続部６５とが接続されるとき、初めに、本体側接続部６
５の２つの突起のうちの一方の突起６５３が、ドロワ側接続部１６の２つの誘い込み部の
うちの一方の誘い込み部１６２ｄの中に案内される。また、本体側接続部６５の２つの突
起のうちの他方の突起６５３が、ドロワ側接続部１６の２つの誘い込み部のうちの他方の
誘い込み部１６２ｄの中に案内される。このとき、本体側接続部６５とドロワ側接続部１
６との位置関係に誤差があったとしたら、ドロワ側接続部１６のドロワ側コネクタ１６１
およびドロワ側ホルダ１６２が、ドロワフレーム１２およびカバー１６３に対して移動す
る。これにより、本体側接続部６５とドロワ側接続部１６との位置関係が調整される。さ
らにドロワ１０が装着位置に近づくと、ドロワ側コネクタ１６１の内部に本体側コネクタ
６５１が挿入される。こうして、ドロワ側コネクタ１６１の端子と、本体側コネクタ６５
１の端子とが、接続される。
【０１２９】
　＜１－８.ドロワおよび排紙ユニットの位置決め構造＞
　以下では、ドロワ１０および排紙ユニット６６の位置決めに関する構造について、図１
０から図１４を参照して詳細に説明する。図１０は、ドロワ１０および基準シャフト６７
を第４方向の一方側から視た様子を示す図である。図１１は、ドロワ１０および基準シャ
フト６７を第１方向の一方側から視た様子を示す図である。図１２は、ドロワ１０および
基準シャフト６７を第１方向に垂直な断面で切ったときの断面図である。図１３は、排紙
ユニット６６および基準シャフト６７を第４方向の他方側から視た様子を示す図である。
図１４は、排紙ユニット６６および基準シャフト６７を第１方向の一方側から視た図であ
る。
【０１３０】
　＜１－８－１.ドロワの位置決め構造＞
　画像形成装置１００の画像形成装置本体６０は、ドロワ１０の位置決めに関連する部材
として、基準シャフト６７および凹部１３３を有する。
【０１３１】
　基準シャフト６７は、筐体６１内に配置される。基準シャフト６７は、第１方向に延び
る略円柱状の部材である。基準シャフト６７は、排紙ユニット６６よりも第５方向の一方
側に位置する。図１０に示すように、基準シャフト６７の第１方向における一方側の端部
は、筐体６１の２つのサイドフレームのうちの第１方向における一方側のサイドフレーム
６１１に固定される。また、基準シャフト６７の第１方向における他方側の端部は、筐体
６１の２つのサイドフレームのうちの第１方向における他方側のサイドフレーム６１１に
固定される。
【０１３２】
　図１０に示すように、凹部１３３は、ドロワ１０の挿入方向の下流側の表面に位置する
。すなわち、図１１に示すように、凹部１３３は、ドロワ１０の第４方向の一方側の外表
面から、第４方向の他方側に向かって凹む。凹部１３３は、ドロワ１０の第１方向におけ
る両側に２つ並んで設けられる。
【０１３３】
　ドロワ１０が筐体６１の内部空間６１０に挿入されてドロワ１０が装着位置に配置され
たとき、ドロワ１０の凹部１３３に、基準シャフト６７が嵌まり込む。ドロワ１０が筐体
６１の内部空間６１０に収納されて装着位置に配置されている間、凹部１３３は基準シャ
フト６７を押圧する。これにより、ドロワ１０が装着位置において位置決めされる。なお
、図１０に示すように、ドロワの凹部１３３は、基準シャフト６７の第１方向における中
央部よりも外方側で、基準シャフト６７を押圧するため、基準シャフト６７が撓み難くな
っている。
【０１３４】
　＜１－８－２.排紙ユニットの位置決め構造＞
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　取付部６９９は、本体側接続部６５を排紙ユニット６６および基準シャフト６７に対し
て取り付ける構造体である。取付部６９９も、ドロワ１０および排紙ユニット６６の位置
決めに関連している。
【０１３５】
　上述した排紙ユニット６６は、筐体６１の内部空間６１０において、筐体６１の一対の
サイドフレーム６１１の間に位置する。排紙ユニット６６は、筐体６１の第４方向の一方
側の端部に位置する。
【０１３６】
　図１３に示すように、排紙ユニット６６の第５方向の他方側の端部は、ボルト等の締結
部材６１３を用いて、筐体６１に締結される。また、排紙ユニット６６には、取付部６９
９が固定される。その結果、排紙ユニット６６の第５方向の一方側の端部に、取付部６９
９が配置される。取付部６９９は、排紙ユニット６６の第４方向における他方側の壁部に
沿うようにして設けられる。取付部６９９は、排紙ユニット６６の第１方向における中央
の位置に対して、第１方向の一方側にオフセットして配置される。
【０１３７】
　図１３および図１４に示すように、取付部６９９は、第５方向に延びる。取付部６９９
は、第５方向における一方側の端部に、当該一方側が開放された溝６９９ａを有する。溝
６９９ａは、取付部６９９を第１方向に貫通する。溝６９９ａは、基準シャフト６７に第
５方向の他方側から組み付けられる。これにより、取付部６９９の溝６９９ａに、基準シ
ャフト６７が挿入される。その結果、排紙ユニット６６と基準シャフト６７との間が取付
部６９９により接続される。取付部６９９は、本体側接続部６５の一部に設けられる。換
言すれば、取付部６９９に本体側接続部６５が支持されている。これにより、本体側接続
部６５が、排紙ユニット６６の下端に支持されている。結果として、排紙ユニット６６の
下端は、取付部６９９を介して、基準シャフト６７に支持される。
【０１３８】
　このように、本実施形態の排紙ユニット６６は、第５方向の他方側の端部だけではなく
、第５方向の一方側の端部も支持されるので、精度よく位置決めされる。さらに、このよ
うに精度よく位置決めされた排紙ユニット６６に取り付けられている本体側接続部６５に
、ドロワ側接続部１６が接続されることで、ドロワ側コネクタ１６１の位置決めの精度も
向上する。
【０１３９】
　別の観点で見ると、本体側接続部６５は、取付部６９９を介して、基準シャフト６７に
対して支持される。また、ドロワ側接続部１６も、基準シャフト６７に対して支持される
。このように、本体側接続部６５およびドロワ側接続部１６が、共通の基準シャフト６７
に対して支持されるので、本体側コネクタ６５１とドロワ側コネクタ１６１との位置決め
の精度が向上する。
【０１４０】
　＜１－９.筐体とドロワとの位置関係＞
　以下では、筐体６１とドロワ１０との相対的な位置関係について、主として図１５およ
び図１６を参照して説明する。図１５は、画像形成装置１００が第１の状態にあるときの
、本体側コネクタ６５１およびドロワ側コネクタ１６１の様子を示す断面図である。図１
６は、画像形成装置１００が第２の状態にあるときの、本体側コネクタ６５１およびドロ
ワ側コネクタ１６１の様子を示す断面図である。
【０１４１】
　画像形成装置１００は、筐体６１とドロワ１０との相対的な位置関係として、第１の状
態と、第２の状態と、第３の状態とをとることができる。すなわち、ユーザが現像カート
リッジ１４を装着したドロワ１０を筐体６１にセットする過程で、画像形成装置１００は
、第３の状態から第１の状態に遷移し、続いて第１の状態から第２の状態に遷移する。逆
に言えば、ユーザがドロワ１０を筐体６１から取り外す過程で、画像形成装置１００は、
第２の状態から第１の状態に遷移し、続いて第１の状態から第３の状態に遷移する。



(22) JP 2020-201318 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

【０１４２】
　詳細には、図２に示すように、筐体６１の一対のサイドフレーム６１１は、内表面にガ
イドレール６１１ａを有する。ガイドレール６１１ａは、概して第４方向に延び、第４方
向の下流側の端部において、第３方向へと若干量だけ伸びる。ドロワ１０の一対の側板１
３２は、外表面に、ガイドレール６１１ａに対応するコロ（図示省略）を有する。コロは
、側板１３２に対して回転可能に設けられる。ドロワ１０のコロを、筐体６１のガイドレ
ール６１１ａに沿って第４方向の一方側へ動かすことにより、筐体６１とドロワ１０とを
、第３の状態から第１の状態へと遷移させることができる。また、筐体６１の挿入方向の
下流側において、ドロワ１０のコロを、筐体６１のガイドレール６１１ａに沿って第３方
向の一方側に動かすことにより、筐体６１とドロワ１０とを、第１の状態から第２の状態
へと遷移させることができる。
【０１４３】
　＜１－９－１.第１の状態＞
　画像形成装置１００は、第１の状態のとき、筐体６１の内部空間６１０にドロワ１０が
収容され、かつ、フロントカバー６２が開位置の状態である。ユーザがフロントカバー６
２を開位置まで回動し、フロントカバー６２により開放された開口よりドロワ１０を挿入
方向に押し込むことにより、画像形成装置１００を、第１の状態にすることができる。す
なわち、ユーザがドロワ１０に掛ける操作荷重によって、第３の状態から第１の状態まで
遷移させることができる。
【０１４４】
　第１の状態のとき、基準シャフト６７は凹部１３３の入り口付近に軽く接触した状態で
ある。すなわち、基準シャフト６７は凹部１３３に完全には嵌まり込んでいない状態であ
る。
【０１４５】
　図１５は、画像形成装置１００が第１の状態にあるときの、本体側コネクタ６５１およ
びドロワ側コネクタ１６１の様子を示す断面図である。図１５は、ドロワ側コネクタ１６
１の中心を通り、かつ第１方向に垂直な断面で切ったときの、本体側コネクタ６５１およ
びドロワ側コネクタ１６１の様子を示している。この状態のとき、本体側コネクタ６５１
と、ドロワ側コネクタ１６１とは、接触している状態である。詳細には、ドロワ側コネク
タ１６１の各端子が、本体側コネクタ６５１に設けられた対応する各端子に接触している
状態である。
【０１４６】
　図１５に示した状態のとき、ドロワ側コネクタ１６１が本体側コネクタ６５１に接触す
ることに起因して、ドロワ側ホルダ１６２に、第３方向の一方側に向かう外力が加わる。
これに伴い、コイルスプリング１６４が、外力が加わっていない場合と比べて、伸張され
る。このときのコイルスプリング１６４の長さは、第１長さよりも短くかつ第２長さより
も長い。したがって、この状態において、ドロワ側ホルダ１６２の第１接触面１６２ｊと
、ドロワフレーム１２の第２接触面１２ｂとは、接触しない。よって、ユーザがドロワ１
０の押し込み操作で加えた操作荷重によりコイルスプリング１６４等に無理な負荷が掛か
ってしまうことを抑制できる。
【０１４７】
　＜１－９－２.第２の状態＞
　画像形成装置１００が第２の状態のとき、筐体６１の内部空間６１０にドロワ１０が収
容され、かつ、フロントカバー６２が閉位置の状態である。すなわち、このときドロワ１
０は装着位置にある。ユーザがドロワ１０を挿入方向に押し込んで第１の状態とした後に
、フロントカバー６２を開位置から閉位置にまで回動することにより、画像形成装置１０
０を第２の状態にすることができる。すなわち、フロントカバー６２によりドロワ１０に
掛けられる荷重によって、第１の状態から第２の状態にまで遷移させることができる。
【０１４８】
　詳細には、フロントカバー６２の内方側にはリンク機構（図示省略）が設けられている
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。フロントカバー６２が開位置から閉位置にまで回動すると、リンク機構が作用すること
により、ドロワ１０が、ユーザにより加えられる操作荷重以上の力で、挿入方向に押し込
まれる。これにより、ドロワ１０が、ガイドレール６１１ａの下流側の形状（第３方向に
延びる形状）に沿って、第３方向に沈み込む。これにより、画像形成装置１００が、第２
の状態となる。
【０１４９】
　第２の状態のとき、基準シャフト６７は凹部１３３に完全に嵌まり込んでいる状態であ
る。すなわち、凹部１３３の壁面は、基準シャフト６７の周面に押しつけられている。
【０１５０】
　図１６は、画像形成装置１００が第２の状態にあるときの、本体側コネクタ６５１およ
びドロワ側コネクタ１６１の様子を示す断面図である。図１６は、ドロワ側コネクタ１６
１の中心を通り、かつ第１方向に垂直な断面で切ったときの、本体側コネクタ６５１およ
びドロワ側コネクタ１６１の様子を示している。この状態のとき、本体側コネクタ６５１
と、ドロワ側コネクタ１６１とは、第１の状態のときよりも深く（広い面積で）接触して
いる状態である。詳細には、ドロワ側コネクタ１６１の各端子が、本体側コネクタ６５１
に設けられた対応する端子に接触している状態である。
【０１５１】
　図１６に示した状態のとき、リンク機構の作用に起因して、ドロワ側ホルダ１６２に、
第３方向の一方側に向かう外力が加わる。これに伴い、コイルスプリング１６４が、第３
方向において第１長さとなる。この状態において、ドロワ側ホルダ１６２の第１接触面１
６２ｊと、ドロワフレーム１２の第２接触面１２ｂとが接触可能である。よって、ドロワ
１０に加えられた操作荷重等によりコイルスプリング１６４等に無理な負荷が掛かってし
まうことを抑制できる。
【０１５２】
　＜１－９－３.第３の状態＞
　画像形成装置１００が第３の状態のとき、筐体６１の内部空間６１０にドロワ１０が部
分的に収容され、かつ、フロントカバー６２が開位置の状態である。すなわち、このとき
ドロワ１０は離脱位置にある。ユーザがフロントカバー６２を開位置まで回動し，フロン
トカバー６２により開放された開口から、ドロワ１０を挿入方向とは反対側に引き出すこ
とにより、画像形成装置１００を、第３の状態にすることができる。第３の状態にあると
き、ドロワ１０には、ユーザからの操作荷重が掛かっていない状態である。
【０１５３】
　第３の状態のとき、基準シャフト６７は凹部１３３には接触せずに離間している状態で
ある。
【０１５４】
　第３の状態のとき、コイルスプリング１６４の長さは第２長さよりも短い。コイルスプ
リング１６４の長さが第２長さ以下のとき、ドロワ側ホルダ１６２の第１接触面１６２ｊ
と、ドロワフレーム１２の第２接触面１２ｂとは、接触しない。したがって、この状態に
おいて、ドロワ側ホルダ１６２の第１接触面１６２ｊと、ドロワフレーム１２の第２接触
面１２ｂとは、接触せず、第１の状態および第２の状態のときよりも大きく離間している
。よって、第３の状態において、仮に画像形成装置１００に振動や衝撃等が加わったとし
ても、ドロワ側接続部１６を構成する部材に無理な負荷が掛かってしまうことがない。
【０１５５】
　＜２．まとめ＞
　以上に示したように、本実施形態のドロワ１０は、感光体ドラム１１と、ドロワフレー
ム１２と、ドロワ側コネクタ１６１と、ドロワメモリ１３と、ドロワ側ホルダ（ホルダ）
１６２とを備える。ドロワ側ホルダ１６２は、ドロワフレーム１２に対して、ドロワ側コ
ネクタ１６１の複数の端子の並ぶ方向に移動可能である。別の観点で見れば、ドロワ側ホ
ルダ１６２は、ドロワフレーム１２に対して、ドロワ１０が画像形成装置本体６０へ装着
される方向（第３方向）と交差する方向（第１方向および第２方向）に移動可能である。
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さらに別の観点で見れば、ドロワ側ホルダ１６２は、ドロワフレーム１２に対して第１方
向、または、第１方向と交差する方向の少なくともいずれか一方に移動可能である。これ
により、ドロワ側コネクタ１６１と、本体側コネクタ６５１と、の位置関係に誤差があっ
たとしても、ドロワ側コネクタ１６１と、本体側コネクタ６５１とを、容易に接続するこ
とができる。
【０１５６】
　また、本実施形態のドロワ１０においては、ドロワ側ホルダ１６２は、ドロワフレーム
１２に対して、第１方向および第２方向に交差する第３方向に移動可能である。これによ
り、ユーザの操作荷重を吸収して、ドロワ側コネクタ１６１および本体側コネクタ６５１
に掛かる負荷を小さくして両者を接続することができる。
【０１５７】
　また、本実施形態のドロワ１０は、ドロワ側ホルダ１６２を、第３方向に加圧するコイ
ルスプリング（弾性部材）１６４を備える。これにより、コイルスプリング１６４が弾性
変形することで、ドロワ側コネクタ１６１に大きな負荷が掛かってしまうことを抑制でき
る。また、コイルスプリング１６４の、軸方向に伸縮し易く、かつ径方向に撓み易い特性
により、ドロワ側コネクタ１６１を、第３方向に移動し易く、かつ第３方向に垂直な方向
にも移動し易くすることができる。
【０１５８】
　また、本実施形態のドロワ１０は、４つ（複数）のコイルスプリング１６４を有する。
これにより、コイルスプリング１６４が１つの場合よりも、ドロワ側コネクタ１６１の姿
勢を安定させることができる。
【０１５９】
　また、本実施形態のドロワ１０は、カバー１６３を有する。カバー１６３は、ドロワ側
ホルダ１６２の外周を覆う。カバー１６３は、ドロワフレーム１２に固定される。ドロワ
側ホルダ１６２は、第３方向において、ドロワフレーム１２とカバー１６３の間に位置す
る。これにより、ドロワ側ホルダ１６２をドロワフレーム１２に取り付けることができる
。
【０１６０】
　また、本実施形態のドロワ１０においては、ドロワ側ホルダ１６２がドロワフレーム１
２に対して第１方向に移動した場合に、ドロワ側ホルダ１６２はカバー１６３と接触する
。これにより、ドロワ側ホルダ１６２の第１方向の移動範囲を、カバー１６３により制限
することができる。
【０１６１】
　また、本実施形態のドロワ１０においては、ドロワ側ホルダ１６２がドロワフレーム１
２に対して第２方向に移動した場合に、ドロワ側ホルダ１６２はカバー１６３と接触する
。これにより、ドロワ側ホルダ１６２の第２方向の移動範囲を、カバー１６３により制限
することができる。
【０１６２】
　また、本実施形態のドロワ１０においては、ドロワ側ホルダ１６２は第２方向に延びる
第１突起（突起）１６２ｆを有する。カバー１６３は、第１溝（溝）１６３ｇを有する。
第１方向における第１溝１６３ｇの長さは、第１方向における第１突起１６２ｆの長さよ
りも大きい。カバー１６３がドロワフレーム１２に固定された状態において、第１突起１
６２ｆは、第１溝１６３ｇの内部に位置する。これにより、第１突起１６２fが第１溝１
６３ｇの内部でしか移動しないことにより、ドロワ側ホルダ１６２の第１方向の移動範囲
を制限することができる。
【０１６３】
　また、本実施形態のドロワ１０においては、ドロワ側ホルダ１６２は、第１平坦面１６
２ｍと、第２平坦面とを有する。カバー１６３は、第１側壁１６３ａと、第２側壁１６３
ｂとを有する。ドロワ側ホルダ１６２がドロワフレーム１２に対して第２方向におけるド
ロワ側ホルダ１６２の一方側に向けて移動した場合に、第１平坦面１６２ｍが、カバー１
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６３の第１側壁１６３ａと接触する。ドロワ側ホルダ１６２がドロワフレーム１２に対し
て第２方向におけるドロワ側ホルダ１６２の他方側に向けて移動した場合に、第２平坦面
が、カバー１６３の第２側壁１６３ｂと接触する。これにより、ドロワ側ホルダ１６２の
第２方向の移動範囲を制限することができる。
【０１６４】
　以上に本開示の好適な実施形態について説明した。しかしながら、本開示はこれに限る
ものではなく、上述した実施形態に対して種々の変更を加えることが可能である。
【０１６５】
　＜３．変形例＞
　上記の実施形態では、各色の現像カートリッジ１４が、共通のドラムカートリッジとし
てのドロワ１０に装着されていた。しかしながら、これに代えて、ドラムカートリッジと
現像カートリッジとが対をなした状態で、各色のカートリッジの対（プロセスカートリッ
ジ）が個別にドロワに装着されることにしてもよい。
【０１６６】
　上記の実施形態では、ドロワ側接続部１６が備えるドロワ側コネクタ１６１は、雌型コ
ネクタ端子を有するものとした。しかしながら、これに代えて、ドロワ側コネクタが雄型
コネクタ端子を有することにしてもよい。その場合、本体側コネクタが雌型コネクタ端子
を有するものとすればよい。
【０１６７】
　上記の実施形態では、ドロワ側コネクタ１６１には、複数の端子が、第１方向および第
２方向に配列されているとした。しかしながら、これに限らず、複数の端子が、第１方向
および第２方向の少なくともいずれかを成分に含む方向に配列されているとしてもよい。
【０１６８】
　第３突起１６２ｈ、およびこれを収容する第３溝１６３ｉは、省略してもよい。
【０１６９】
　上記の実施形態では、弾性部材はコイルスプリング１６４であるとしたが、これに限定
されない。上記に代えて、弾性部材を、板バネや、スポンジや、ゴム材等としてもよい。
【０１７０】
　ドロワ側コネクタ１６１に外力が掛かっていない状態において、第２方向に視たときに
、第１突起１６２ｆが、第１溝１６３ｇの第１方向における中心位置に対してオフセット
されて配置されていてもよい。
【０１７１】
　本願明細書中において、「記憶」とは、単に情報を中継するだけの一時的な記憶を含ん
でいてもよい。
【０１７２】
　また、画像形成装置の構成や、細部の形状については、本開示の趣旨を逸脱しない範囲
で、適宜に変更してもよい。また、上記の実施形態や変形例に登場した各要素を、矛盾が
生じない範囲で、適宜に組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１７３】
　１０　　　　ドロワ
　１１　　　　感光体ドラム
　１２　　　　ドロワフレーム
　１２ａ　　　孔部
　１２ｂ　　　第２接触面
　１２ｃ　　　ネジ孔部
　１３　　　　ドロワメモリ
　１４　　　　現像カートリッジ
　１５　　　　トナーメモリ
　１６　　　　ドロワ側接続部
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　１７　　　　現像ローラ
　６０　　　　画像形成装置本体
　６１　　　　筐体
　６２　　　　フロントカバー
　６３　　　　転写ベルト
　６４　　　　制御部
　６５　　　　本体側接続部
　６６　　　　排紙ユニット
　６７　　　　基準シャフト
　６９　　　　ヒンジ
　１００　　　画像形成装置
　１３１Ａ　　　ベース板
　１３１Ｂ　　　ベース板
　１３２　　　側板
　１３３　　　凹部
　１６１　　　ドロワ側コネクタ
　１６１ａ　　雌型端子
　１６１ｂ　　箱部
　１６１ｃ　　フランジ部
　１６１ｄ　　孔部
　１６１ｅ　　嵌合部
　１６２　　　ドロワ側ホルダ
　１６２ａ　　第１壁部
　１６２ｂ　　第２壁部
　１６２ｃ　　仕切り板
　１６２ｄ　　誘い込み部
　１６２ｅ　　角筒部
　１６２ｆ　　第１突起
　１６２ｇ　　第２突起
　１６２ｈ　　第３突起
　１６２ｉ　　ネジ孔部
　１６２ｊ　　第１接触面
　１６２ｋ　　貫通孔
　１６２ｍ　　第１平坦面
　１６３　　　カバー
　１６３ａ　　第１側壁
　１６３ｂ　　第２側壁
　１６３ｃ　　第３側壁
　１６３ｄ　　第４側壁
　１６３ｅ　　延出部
　１６３ｆ　　貫通孔
　１６３ｇ　　第１溝
　１６３ｈ　　第２溝
　１６３ｉ　　第３溝
　１６３ｊ　　平面部
　１６３ｋ　　貫通孔
　１６３ｍ　　第２バネ座
　１６３ｎ　　バー
　１６４　　　コイルスプリング
　１９８　　　ネジ
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　１９９　　　ネジ
　６１０　　　内部空間
　６１１　　　サイドフレーム
　６１１ａ　　ガイドレール
　６１３　　　締結部材
　６５１　　　本体側コネクタ
　６５２　　　本体側ホルダ
　６５３　　　突起
　６９９　　　取付部
　６９９ａ　　溝
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